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轡 膏充填遠素樹脂琴華和 琴する扇壷

後 藤 輝 男 ･梶 田 も 茂

＼

(木材物理第1'研究宝)

TeruoGoTO,andS主geruKADITA ;FillingUreaResinlAdhesiveswith

CalcinedPlaster.

ト 緒 論

尿素樹脂接着剤 (UreaResinAdhesive,Harnstoffharzleime)一は水静性でアルコール,

ケセボン等の溶剤を必要としないのみならず,取扱容易無色且づ常態接着力は′PhenoIResin

Adhesive,MelamineResinAdhesive等と/略々同等セある.額 UreaResinAdhesive_は

PhenoIResinAdhesive に此して,,よ.り宿性であるため,簡単なる硬化剤によって常温に於

いても容易に硬化し十分に接着性能を発揮する.叉価格が他の合成樹脂系接着剤に此して安価で
1 ～

あるため,蘭今合成樹脂系接着剤中,その使用量は首位を占めていや･

然しUreaResinは最終縮合体に於いても箇遊艶のメチロール基が残存して,所謂Smekalの
I

"LockeTStelle"を有するため,老化性耐水性等に於∨､て Phenoi●Resin,Mel去mihe汝esin

等に此して相当劣若 .故に本性質改良のため (順 化速度を適当に調節し得畠様な硬化剤を探出
J-(

し,且甥 化剤の成分が樹脂のアルデヒド基と結合して新に樹脂を生成し,その充喋物となる方
(1-3) (4-】0)
法,(2)フ ェ ノール,メラミン及び他の化学薬品との共縮合による方法,(3河 塑剤の添加による方l､
(]1) ･(1巴-21) L 噂
汰,(4)充墳剤を添加する方法 等p色々な方法があるが,-筆者等は液状尿素樹脂接着剤に燥石膏

を充環軍として添加した場合につ･いて老化性合板接着力等について検討した爽第である.1r

¢)

(証)尿素樹脂の最終桁合体は類型的には下記の如き不規則同族列的な年子構法を有する3次元の正大分子

である.

CH2-N-CH2-
1
CO
∫

首 等 C"肯 C析 :.f: 首 C"20H
HOH2C-N-CH2-N iH十N-C壬壬2-N-CH2-N

cl｡ ＼LockqrStelle,･･ cb
L_ 日 . J

･HN-CH2-N-二CH2-NT･CH2-N-CH2-N-
1. ､I ∫

●
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(鉦 1)か ､
〔2〕 充填剤 (Filler,Leimzusatzmittel)どして具備すべ 学僕件並に添
加によ-る効果 (22-26)

/

･@

A.具騰すべき味件
I . - I I

1･-化学的に不活性なもりであって pH は中性或いは徴酸性ゐものである畢･
＼

2p･穣粉末,冬は容易に微粉末となし得る物質であーる事･

3･水と混和した季時,…Sol"の状態にな り水分が蒸発すれば硬化し得る物質である事･

4.:"GlueJoint" の耐久性を犠牲にする事なし転 接着剤の流動性を調節し, 粘度を高あ,

接着面の性喪を改良する物質である事.

散に Filler添加の量は一般に重量割合にて 10-20%である.

B.添加による効果
(託2) . . ノ

1.老化による亀裂発生を防止乃至低減出来る. R

･2･接着面の厳密な仕上げを必要としない･ /

I3･加圧が比較的不琴等でも文弱圧でも接着力はあ宰 り低減しない･

I4.粘度の低V,接着剤を軟質木材の接着に 用いた場合,接着剤は木部組織 に遼 透 して∵汚染

(Stain)及び妖陽 (Starv占dJoint)の硯豪を生ずしめるが,Fi11erを添加し,粘度､を高

･率る事によって此の硯桑を防止出来る.

5.接着剤を或る程度増量するから接着剤の価格をい くらか低廉にする事が出来る.
lヽ

(註1)J充填剤と増量剤 (虫xtender,LeimPtreckmittel)の差異は明確に先し得甑 ､が Extenderは先ず第一

･に濃帯剤価格を低床にする事が目的セある･それ嘘畠常 Fillerよりも多量に(多い場合は2000/Oにも及

ぶ 加えられるのが普通である･例えば UreaResinAdhesive/に穀類瀞末が多量に琴加せら㌢Lるが,

晦ま Extepderの使用p)例である･文 PheEldl･ResinAdhesive或いは Resor.cinoIRe.sinAdhesive

の流動性質を適当にするため _Walndt-ShellFlourが 10-150/o添加やられるが, これは Fillerの使Ir
用の例である.因みに U.S.A 規格によれば Filler添加量は乾燥樹脂に対して200/o迄許容してい
(27)
る. t o
＼■

(註2) 老化 (Aging);熱,光繰,水分,寒気 大気中の不純物等外界の影響により,文は白身の内部L′

に於いて白然に化学変化が起り,優質し,槌色,亀裂,●崩象 剥落等を琴起し晶質を低下する現象を

いう.

･ 〔3〕 実 験 材 料

A.尿素樹脂接着剤及び硬化剤 (Hardner)

＼

某社試験製品の液状尿素樹脂接着剤 (LiguidtTreaResinAdhesive)であって比重, 比
/,

粘度,合指率は次の如し.

こ 比重 ;1.33,比粘度 ;33.10,含脂率 ;′約70%
､ゝ

硬化剤は15%塩化アンモニアを用V､た. ＼

B.焼石膏 (CalcinedPiaster)
ヽ

東販の化学用焼石膏を80メッシュの鯖に通して用い潅.焼石膏は硬酸カルシウム (CaSO4 ･
＼
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後藤 ･梶田 :焼石膏充填尿素樹脂接着卿に関する研究_

〆rノ

I,2H20)を灼熱しそ1分子の結晶水を放出した CaSO｡･Ⅰも0 を主成分とするもめで,水と混じ
て泥状となせば熱を発生して再び CaSO4･2H20 に変じ,硬化する性質を有する.館微酸性で

極めて微粉末にな.し得る･ ● b

C.単故 (Veneer)_

試験用合板パネルの輿達に用いた単板は平均厚み 1.0mm.,-及び1.5品m.マカンパ (Birch;

Betulamaximowicziana牢.egel)ロ-ク1)単板で,号含水率は12-13%であった.

〆 〔4〕 焼石膏充填尿素樹脂接着剤誓詞饗

尿素樹脂接着剤,焼石膏,･水を下記重畳割合にて混和して調製した･

Table1;焼石膏充填 尿素樹脂凝着剤 の調製

(Preparatiof"fFillir)gUreaResinAdhesiveswithCalcinedPlaster･)

LiquidUrea_RFSin.Adhesive 100 100 100 100 100CI 100 100 100 100

QalcinedPlaster.. 0-'10 20 10: * 30' 30 40 50
Water 0 10 10 2'Q 20_ .,うo 30√二40 50-

＼

硬化剤は15%塩化アンモニア静夜 (Hardnef:15% A㌫monium chloridSol.)舟 用い

Liguid伍 eaRe昌inAdhesiveに対して4%添加した.

〔5〕 試験用合板)'ヾネル並に試験片の調製/■■

A.試験用合板パネルの調製 .
′

上記アカンパ単板を用い3浸合せ直交合板を嚢作した.其の際単板の両面に 〔4〕 把於いて示

した各種接着剤を刷毛によって塗布した.合板パネルの製造嬢件は次の如し.

1.塗布量 (Spread);250gr/m2.

2∴匡締温度 (PressTemperature);1000C.

3.圧締時間 (PressPer主pd) ;8min. ′I

4.圧締カ (Pressure) ;15kg/cm2.

5.､塗布後直ちにパネル1枚宛を圧締接着した.

B.試験片の調製～

A項に於いて?べ鳩 にして製造し約 枚パ如 から舶 3C-･- に於いて Fig.1･蒜(I_'b)
透 す様な試験片を採取しk.･侍,日本合板輸把規格に規定してある合板試験片を用V,喪場合 もあ
る.

85



㌔

木 澗 研 究 解8号 (昭27)i

Fig･1

I
LL-･.I.5｣ .l I

〔6〕実 一級 方 法
(29)

A.接着剤の比重測定一
径 2･Ocm･,高さ3･Ocm･の甲筒形の秤量椅子管を用V,,先ず上線迄丁度一杯蒸滴水を入れ,

蕗の壁につV､た水分を布片でよく拭Y､取った後,感畳 0.2gr.の上皿天秤で秤量し,此を5回繰
.'ミ

返して平均値を求め,標準水量の重さとし允･琴に界を完全に拭った後,使用接着剤を同様に丁

度一一杯入れ,秤量した.そして5回同様操作を行い平均重畳を求めた.而して使用接着剤の平均
I

重量を樽準水量の重さで除Lで使用接着剤の比重を決軍した.傭比重測定は20PC･にて行った･

B∴接着剤の粘度測定

siormer式粘度計を酌 ,.,̀ 蒸溜水に対する使用接着剤の比粘度を決定した.倍 粘度測 励 ま...{

200C.にて行った. o

C･接着剤の可用時間の野瞳
＼

〔4〕項紅於いてのべた如くして調薬した各接着剤の 10gr.を試験管に取 り,30OC･虹於いて凝

固する迄の時間を測定して可用時間を決定しき･

D･接着剤縮合後の収縮畳測定一接拳剤老化試験-
i

径 5･10cm,･,高さ 1･Ocm･の㌢ヤLレーを用い,政に√〔4〕項に於V,てのべ衆知 くして調薬した

各接着剤を 20gr.入れ, その液面と略々平らになる様に非常に細い虞直ぐな虞銀線を平行に入

れて 709C.の恒温暮中にて15分間硬化せしめた.そして硬化直後,､1沌 ;3日,10日,20日,)～

30日., 日毎にL此の虞銀線間の距離を 1/100mm.･精度の読取顕微鏡にて測定した･斯くして次式

よLDl牧縮率を褒出した.
､ ∫

･,麺 苧-選 讐 肇の虞慧 豊 富 謡 誤 冒諾 鮒 間の哩 ×1両 %)I

簡此の期乱 硬化した接着剤の入ったシャレーは実験華円に数漬し7:をV,た･

＼E.合板接汚強度及む木部破断率の試験

〔5〕項に於いてのべた様広L<て製作した合板試験片を用や,下記嘩件に処鞄 した後,ショッパI

弓 隈試験機によって合板接着強度及び木部破断率を試験した. ､
l ､ ノ
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i /

1.常態接着力試験 ;試験用合板パわL･製造後, 3日間実験宝円に放置してから試験片を採取し

試験した.

12･常温水没漬後の接着力試験 ;110士等oC･の常温水にて24時間浸漬後,濡れたまi直ちに就 ゝ

3.温水浸漬後の琴潜力試験 ;50Sc.の温水中に6時間浸漬後,濡れたま 直ゝちに試験した･葡

日本合板輸出規格,2類合板規格の試験法に従って試鹸した場合もある.

F.合板接着強度に及痩す硬化剤添加量の影響 一

I

B,C,E,IFormulaについて褒化剤牢0%,2%,4%,6%,8%＼,10鍔な畠割合にて添

加した接着剤で以って,〔5コ(A)(B)項に於いてのべた要領に従って合板試験片を調製し常態

童着カを試験Lja.

G.合板接着強度に及ぼす熱堅湿度の影響

B.Formulaについて下記熱竪温度,圧締時間によって合板パネルを嚢遷し,(其の他の燦件

は (5〕(A)(B)項に於V,てのべた場合と同じ)此れより試験片を採取して常態接着力を試験し

た. ■

1.熱盤温度 1000C.庭ゼ 8分間短縮

2.勲竪温度 ･800C.にて 20分間圧挿

3.勲華湿度 60OC.･にて40分間圧締

4∴常温 (200士20C.)に七24時間圧締

H.合板接着強度に及ぼす硬化時間の影響 了

r
A.B.Formlilaについて 100OC･の圧締温度にて硬化時間を 10分,15分,20分,･:25分,とl

変えて合板パ草ル転製造し,(他の華道保件峰 〔5〕(A)項に於いてのべね場合と同七)比のパ

わしより日本合板輸出規格に規定してある試験亘を探卑し,630C･の退水中に3時間浸漬後15

分間冷水中に授漬せし箪'jt･そして試験片が未だ濡牲てV,る状態に於いて接着力を試験した.葡

本英験に用いた合板パネル襲遇には 1･5mm･厚さのマカ-/_バ･ロ-夕1)単板を位相した･

1.合板接着面め老化試験
.Tt-

A･B･D･E･F･Formula'を用い七 ⊂5〕.(A)(B)項隼於いての下た要領に従って合板試

験片を調製し,合板パネル輿造後 1日,3日,､10日,20日,30日,日毎に通水浸漬後の廃藩カを

試験し転･ ､

傭此の間,試験片は実験窒円に放置しておいた.
1

∴〔7〕実験結果並に考察
/

i

A･A-IFormulaによって調興した接着剤の比重,粘度,可用時間は Table2.に示す通 り

である. ,

t87 ,,

●



木 材 研 究 雰8号 (昭27)

SpecificGravJ-tyt SpecificViscosity WbrkingLife(minュ)L

A 1..33, .;[ 33.10 40 -

B 【 1.お 9I46 50◆

C. 1..35 17.30: ＼ -55

E 1.33 5.57: 50

G, 一1..36 5.071} 50､､.

,∴H. I-.37ー 2:gO :40

(1)20oC｢にて測定

r2)2Ooc..にて測定

(3)､30oc.にて測定

1･比 重 ;焼石膏添加割合の増加と共に僅か乍ら比例的に増大する.然し乍ら粘度を適当にす

るために単に水を以って増量した場合,､即ち樹脂合指率の減少に伴い (測定温度が∴定ならば)
(30,3,I)

比重は除々に減少するものである･ ゝ

2･.粘度 ;用いた接着剤の合指率は約70%であって,その粘度は相当高 く,木材接着面塗布に

精々困難である.8散に実際使用に当っては何等かの方法によって粘度を下げ,塗布し易い粘度に

する必要がある.然し水のみの添加によって粘度を下げた時は,接着剤が木材組織中に濠入して
!

駅陽 (StarvedJoint)現桑を賓す憐れがある･･7フ草れ故 Fillerの添加に､よって適当な粘度に調

節する事が好ましい･而して焼石膏華び水添加割合と塵密との関係は奉に示す如く三,その割合の
ヽ

増加に供vl減少するが,焼石膏の充喋割合を多 くする時は粘度は相当に保持する事が出来る.

本実験に於いて行つ串刷毛サバキの点から観察する妃,B.F･Formtllaの場合が最も適当で

ある様に思われる.

簡尿素劇 旨接着剤は貯蔵期間中縮合反応が進,A,都度が高 くなる･然し接着剤のpHを中性に
I(32-34)

するか,或いは Methanblを5%程添加するかによって粘度の変化を防止する事が出来る.㌔
3･可用時間〕合指率の減少に倖V,軍用時間は漸次卑は るやミ,●然し Fillerとして焼石膏添

加の畳が多くなる時は,蓮に短は る･此の由由は焼石膏は微酔陸で あるた率,硬化剤と共に

UreaResinの縮合を促進せしめるからであ畠と思わ咋る･而して可用時間が韓常に長い時は,ヽ

圧締後でも宋硬化の樹脂部分を残す事にな り,接着不良を招 ぐ換れがある. >

之に反して可用時間を短くした場食･Ass.emblyTimeが長洲 寺疫 Assembly-*縮合が過

度に促進されて,叉接着不良或は接着性軍を発揮しない様な事があるから注意を要する∴可用時

廟は叉,樹脂接着剤の種類及び酸度,′任用温度,硬化剤,充環剤,増量剤の種撃並に添加量等に
田5-38)

よって興るから,位脚こ際しては必幸便尉隙件に応じてこれを調査し'FBらかにする必要がある.･

＼ 88(
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1

然し乍ら Ured革esinAdhesiveに於いては硬化剤の種類及び添加量並に使用温度によって最

も大きく可用時間が異草ものであ去･而して UreaResi去Adhesiu表は常温に於いても硬化す

ると誘われているが,気温 200C.以下の場合は可用時間は非常に長くな り;圧緬後でも硬化は
(39),

十分に行われないのである.それがため,硬化剤として歴々塩酸硫酸ナ7･1)ゥムの様な非常に酸

度の高いものが用いられるが,.これは接着面酸度を非常に低 くし,木部組織に悪影響を及ぼすお
(40)

ら,斯様な強酸常の使用は行わない方が艮∨､.それ故この様な場合は是非共熱圧によって接着面
＼ヽ

を硬化せしめる必要がある･

B.A～IFormula隼よって調薬L,た接着剤を用いて嚢遷した合板試験片の接着強度並に木部

破断率を示すと Table3.の通 りで'ある.

Table3.

カバ合板 接着強 度及 び木部破 断率
pirchPlyw00dStripShearStrength(kg/cm2)(1)ar･dWoodEailurle,(0/o)

Wet (2) Wet(3)

A` ･42二2 63∴ ･.ll.3 ･30.8 .‥100ノ′/ 36.7. pioo

B 88.7_A ･-21 10て9 27.6 18 31.3 55

C 30.pI lL -8.0 21.9 19 27.8 23

D 21_.3 .9P. ld.2 17.3◆- 4- 17.5 . -:6

E 1品3- 0 ー8.3 113L.6 0 ･15.3 0
q 14.6. ･0 10.3 0 12.2 O;
H .127 0' -,9.01- )0 ll.3 0

､(1)Sheararea;1.5×2.5C叩2.

(2)After6hoursinhotwaterat50oc.
(3)After24hoursincoldwatgr.atllo土2oc･:

(4)Veneer1;'Thickness･1.0mm･･MoistureConten,7,12～'13% i

･即ち上表に見る様に見る様に焼石膏華に水の添加割合の増加と共に接着力及び木部破断率は汝

少する.而して C･DFormulaによるAdhesivesを比較するに添加割合は同じで奉るが,節
ヽ

者は焼軍曹の割合が多いため接着力並に木部破断率は後者に将っていち.此の事は充填効果の良

き一例で あって Table2.に示す様に後者の粘度は前者に比して低い. これがため Fillerと

して嘩石膏を添加してもそ､の効果が殆んど発揮されない.或いは叉斯様に粘度が低V,時は木部組

絞中に接着剤が 一部分遼透して StarvedJointの既発を起すためで 奉ろうと考え られる.侍･＼ ∫

E･早 Formulaの場合に於いても由鹿左結果が見られる.

倫産み 1･5mmT0.マカンパロータ.)単板を用い,同味件にて製造し挺合板パネルから噌本合

板輸出規格に規定してある鉾験片を採取して,63OC.の温水中に3時間授漬後 15分廟冷水中に

準潰した場合隼ついて試験レた結果は Table4･に示す通 りである.
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Table4.

:Formula1 カバ合板凝着強度及び木部破断率

BirFhPlywbodStripShearStrength(I)I(kg/in望

orlb′in琴)andWoodFailur与(%)_,Wet.(After
3hoursinhotwaterat639C.)

･lig/ini lb/'in2 %､.

4 ､ lsや.3 344.0 22-l

C - 97..7 215.0. 6 .

D -87.5 .192.5､ b
E. 71.7 157.チ 0○
F .88.:0 187.0 0

(1)Sheararea;1×1in2. 1

(2)Veneer;Thickness･1･5mm･･MoistureCoot;nt12-130/a/

ヾ.,･Fig･2 ㌔

′＼
__ノ ′′い､､､･､.〆 ･-一一

-.-●

ニ_ __二;,一 丁 1 81'ForれLLTa
T CFOr帆u･la
ヶ丁-◎-ヰ EFOlmuta
------･IFOrm山4
HaTdれeJ;-5roAn7nO仙 mChlo-idesol･

. ＼

即ち A.B..Formulaによっ七

調薬した接着剤に弄る合板のみて

日本合板翰揖規格,2笑頁合板規格
(4:‖
倍に合格する.

C. 合板接着強度に及ぼす硬化掛

添加量の影響

(6〕(F)項に於いてのべた様紅

して試験した結果疫 Fig2･'k示

す通 りである.

即ち Fig2.に示す様にB･For-

mulaの場合は硬化剤添加量が 4

%の場合,C.Formrulaの場合は
31巨iBi:

6%の場合それぞれ最高接着力を

示し,添加量の差異が接着力に及

ぼす影響は明確であるが,焼石膏
i

添加割合の増加と共にその影響は

小さくなる. E.I.Formulaに
/

見畠様にこの事実は,焼石膏は前

述もし如 く微酸性のため,その添

加割合が多 くたる時は,硬化剤と

ヤ
て塩化了′ンモエアの添加量が少

良 く麗ら七も,焼石膏が硬化促進

剤として作用するためであろうと
＼

考えられ畠.傭硬化剤添加量を多

くする時は,前述せし如 く接着面

酸度を低下せしめて木部組織に惑

･ 影響を及ぼす換れがある･

21 4･ I 6

硬 化 剤 添 加 量 (a/a)

l

＼＼
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註 ;山田彦右衛門1才下3氏の報告によ

ると,純粋先尿琴胡 旨終着剤に対し

て,冷圧の場合,硬化剤添加量3%
(42)

､甘;最適であるとのべている･
′＼

p.接着剤縮合後の収縮畳一彦静 ～

剤老化試鹸一及び合板接着面の

･老化試験

1.接着剤縮合琴の庭縮慶 一接着

i
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剤老化試験-;各 Forhula吃よって調薬した接着剤につき,〔6〕(D)項に於いてのべた様にしj

て試験を行い,′各測定日の収縮率を一括して示すと F時岳･の通 りセある･
■

′?

Fig･3 ■

即ち Fig3.広見る様に UreaResinLAdhesiveのみの場合･-A･Formula- は10日目で

裂目が入 り,収縮量の測定が不能であった･この事からして老化性が大なる事が判る･然るに焼
I

石膏で少量充喋した場合.-B.CFormul?- は水の蒸散に供V,初期収縮は A･Formulaの場

合よりも僅か乍ら恵いも,30日月に於いても非常に小さい亀裂が生じたのみセある .故に焼石膏

を充喋する時は亀裂発生を防止一老化性の改良-する事が軍来る車思われ畠･傭焼石膏を多量に
･(43,44)

充曝した場合-F.IForTpula一 散縮畳は非常に少なく亀裂は全然生じなかった･

2.合板接着面の老化試験 ;･〔6コ(1)項に於V､てのべた様にして試験した結果は Tabl.e5i

Fig4.の通 りであ･る.

Table5.

Formula カ バ合板宴 轟 強度及 び木 部 破 断率 一

Birch.PlywoodStripShearStrength(kg/cm2) (1)(2)andWoddFailure(形)

}11day. 3dayS ー10days 20days ー130days

･kg/cm2 形 kg′cm2 形 k占′tm_2 形 kg/tm2 形 kg/cm2 ･ro)a

A L 33_0 ) 59 31.ら 58 ･皇8.4 62■. 27.3 68 ･27.1 ∴野

t B 27.2, -4ナ 25.,3 ･11 2.4:4 14 24.A 13 24.2 26

D . 18.5. 13 1畠.6 10 . 18..ド 17 ･18.6 . 13 ′18.2 8

'E ･14.7 ･8 15.:5 0 17_7 3 18.5 A.3 17.3 o■
･F 1.8.3′ 0 16.6 Joメ 18.2､ 9 17.9 ー10.､ 19.9 15

(1)Shearar弓a′;1･5x2･5cm2･
(2)Wet;After6hoursin･hotwaterat50oC.
(3)Veneer;Thickness1.Omm.,MoistureContent12-13%,
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cFig･･4
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Table6.

圧締温度及び硬化時間

pressureplateTemp･

カバ合板接着張度及び木部破断率

Efgc,B轟 慧
StripShearStrength
WoodFailure(a/o}

andCuringTim早. ･k.g∴cm2 :-_o毎

For8mimat100oC 36.5 lpP

For20min.tat80oC. -56.Iヽ 41
For.40min..at609C. 36.3.. _18

(1),Adhesive;B.Formula.

(2)Sheararea;1.5×2.5cm2.

(3)Veneer;'Thicknesi･1･Omm･,MoistureCoptent12-130/0
や

92

即ち充填していたVILUrda

-ResinAdhesive-A.For-

mula- で以って接着した合

板の接着力は･日時の経遇と共 .
(45)

に漸次減少するが,焼石膏で

以って充塀した場合,減少は

僅かであるか,或いは殆ど一

定の様で参考･これは前述せ

し畢 く接着面に亀琴が殆ど生＼

じないためであると思われる.

以上の実験結果からして,

Urea良esinAdhesiveに耐

老化性を附与せしめるために

焼石膏を少量 (10%～20%)

充購せしめる事は甚だ効果的

であると思bれる.

E.合板接着強度に及ぼす熱

盤温度の影響 /

B･Formula隼よって調薬

した接着剤で以って製作レた

合板試験片について,〔6〕(G)

項紅於V,てのべた様にして試

験した纏巣はtTable6.に示
I

す通 りである.

即ち Tabl'e6.に見る様に

熱盤温度柊よる差異は殆どな
(註)

viが低温にて十分に硬化せし

めた方が僅把良好で参ると思

われる.然し作業時間の経済

から見て問題がある.

(註) 20oCT.以下の場合は接着性

能は不良 と光る.

F.食板横着琴度に及ぼす･敵

化時間の影響
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/

(6〕(H)項に於い七のべた様にして就験した,温水処理後の合板接着力は Table7.匿示す
｢

嘩 りである.

Table71

硬 化 時 間

CuriL)gTimeI

Bi,ch,lyW ｡StripShhe'all,%stTr&en#gtf一理弟澄 霊宝/Tn箪腰 藍 ｡W&｡Fiilu.re'0/a'

A.For血ula B･Formula,.

(mid.) kg/in2 1b′in2 .0/a▲ヽ156.3 344.0 22 kg′in2 lb/in2 形10 118.8 r261.2ー 墜_,

:15L_ ･178.5 393.0 r.70 108.0儀 237.7 .0
■20 157.0 345:0 180 lワo.3 220.8 -0

(1)PressurePl左tetemp･;100oc･I
(2)Sheararea;1×lin2.

(3)Wet;Af-ter3ilOurSinhotwaterat63oC.

(4)Venee,;Thickness1.､5mm.,M｡istureC｡ntent12-130/a

'即ち Table7.に見る様に硬化時間 10-15分間にて硬化を完了し最高接着力を得る.若し硬

化時間を短くする時は硬化不十分妃して未縮合の樹脂部分が残 り,良好な凝着カを得る事は出来

ないのみならず,老化性を促進せしめる･叉酎 ヒ時間を徒に長くする時は,作業時間,並に萄経

済の観点から見て不経済である許 りでなく,樹脂の被膜に亀裂発生の危取 木部組織の損傷等を{l

招 ぐ̀換れがある. ㌧

〔8ゴ 壷 的 い

本研究に於いては焼石膏充填尿素劉 旨接着剤の老化性及びその接着剤で接着したカバ合板パネ

ルの接着力を試験した. 1ヽ ～

1･試験結果は Table2-7及び Fig.2-4･匿示す如くであるし.

2･ノ尿素樹脂接着剤に10%～20% ､(重量比にて)焼石膏を添加した按帝剤による合板接着力並たI

木部破断率は純粋な尿素樹脂接着剤の場合に比して鹿か乍ら劣る汎 老化性及び塗布性質は

改良せられた･ ゝ 旬 ､"

3･A及び･BFormula(Tablel参照)によって調製した接着剤で療著したカ/ざ合板パわLの

産着力並に木部破断率は日本合板輸出税蕗60払合格する事を認めね.

R色sum主
/

lnthisresearch-Wiinvestigatedtheagingcharcterof蛾efilling.urearesin

adhesive withcalcinedplasterandthestripshearstrrengthof birch plywood
panelbondedLwithit.I ･1t
l･TheresultsobtainedaregiveninTable･2-7andFig.2～4.

2･Theadditionofcalcined'plasterfrom 10percehttot20bercent(by weight
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ratio) of the urea resin adhesive is a little worse than▲with pure urea

resin･adhesivein theplywbodstrip shear str.epgth and wood failure,but

･theagingand･spreadingcharactdrareimproveld.

3･Thestrip shearstrengthandwoodfailure ofbirch plywood panelbonded′ 1
with adhes享VespreparetlwithAjndB Formula(cf･table1)arerecognized

メto叩meup/tOtheJapaneseply･woo･d ExportSpecificationsNo.60.l

､㌧ ･∴
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